
校 長 奈良 篤志

6月11日（水）から13日（金）にかけて、2泊3日の修学旅行が行われました。予報で心配
された雨にあたることもなく、大きく体調を崩す児童もなく、6年生26人にとっても思い出深
い旅になったようです。思い出話もたくさん聞けたのではないでしょうか。私の一番の思い出
は、噂の焼き鳥弁当（セイコーマート）を食べられたこと。ちょっと味は濃かったですが、人
気になるのもうなずける味でした。（ちなみに、焼き鳥といいながら豚肉です。）
さて、到着式でもお話ししたのですが、6年生のチームワークや団結力を実感する3日間で

した。常に5分前行動を心がけ、班ごとの自主研修でもほぼ予定どおり回ることができていま
した。昨年１年間の行事を通して、「みんなで協力すること」「みんなで楽しむこと」「みんな
でやり遂げること」に取り組んでいましたが、その成果が存分に発揮された修学旅行でした。
この学級は集団（チーム）としてほぼ完成しつつあるなと改めて実感しました。
一方で、注意される場面があったのも事実です。ただし、全体への注意ではなく個人的なも

のがほとんどでした。その様子を見ていて、小学校生活最後の９ヶ月は、個々の成長が求めら
れているんだなと感じました。この修学旅行をしっかりふり返りながら、個々の課題が見つか
ってくれればと願っています。
ところで、修学旅行最終日のバスの中で、バスガイドさんが一人一人に一番の思い出を聞い

て回ってくれました。子どもたちの答えで
一番多かったのは「ルスツリゾート」でし
た。昨年今年と修学旅行に参加してみて、
函館からルスツまでの移動時間（片道２時
間半）がもったいない気もしていました。
他校ではルスツをやめ函館２連泊にしてい
る学校も増えつつあると聞いていたので、
本校でも一度考える時期かなと思っていま
した。でも、あの子どもたちの答えを聞い
てその考えも吹き飛んでしまいました。地
元では体験できないことを大切にしながら、
これからも思い出深い修学旅行にしていけ
たらと、今は考えています。
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６月１６日（月）、１７日（火）の２日間、岩木 １ 火 全校集会 あさひ目標強化月間

青少年スポーツセンターに行ってきました。 清掃強調週間

野外活動では、カレー作りやフィールドワーク、 ２ 水

パークゴルフなどを存分に体験しました。夕方の ３ 木 クラブ １～３年おはよう読書 NNNGﾃﾞｰ EA缶

雨でキャンプファイヤーはキャンドルサービスに ４ 金 ５時間授業

変わりましたが、充実した宿泊学習になりました。 参観日 学校運営協議会

５ 土

６ 日

７ 月 １,２年食の指導

８ 火 全校集会

９ 水 学びの協力員定期訪問日

10 木 クラブ ６月集金引落日Ⅱ NNNGﾃﾞｰ EA缶

11 金 ５年福祉学習

12 土 １年親子レク8:45(体育館)

13 日

14 月

６月１９日(木)２年生は、西部給食センター、 15 火 全校集会 スクールカウンセラー来校日

交通公園、運動公園に行ってきました。当日は非 16 水 町会別児童会

常に暑かったですが、体調を崩すことなくみんな 17 木 委員会 NNNGﾃﾞｰ EA缶

元気に帰ってくることができました。 朝陽地区情報交換会18:00(図書室)

18 金 ５時間授業 終業式 給食終了

19 土

20 日 参議院議員選挙(体育館)(仮)

21 月 海の日

22 火 夏季休業日～8/23 保護者面談

23 水 保護者面談

24 木 保護者面談 NNNGﾃﾞｰ

25 金 保護者面談

26 土 ２年親子レク9:00(体育館)

27 日

１年生 期 日 ６月２７日(金) 28 月 ７月集金引落日Ⅰ

行き先 弥生いこいの広場 29 火

３年生 期 日 ６月２６日(木) 30 水

行き先 弘前警察署 ８月の予定 ２５日(月) 始業式 ４時間 給食開始

ＪＡアオレン ２８日(木) クラブ

城北公園

ユニバース堅田店

４年生 期 日 ６月２６日(木)

行き先 樋ノ口浄水場

プラネタリウム ６月１日(日)、今年１回目の資源回収が行われま

植物園 した。今年度も春と秋の２回予定しています。

環境整備センター 当日は、ＰＴＡやＯＢ・ＯＧの方々、たくさんの

子どもたちが参加し、いい汗をかいたようです。時

安全に気を付けて、たく 代なのか紙類が少なく感じました。それと反対に、

さんの学びをしてきたいと ペットボトルや段ボールが多い感じでした。

思います。暑さが見込まれ ご協力、大変ありがとうございました。

ますので、水分も多めに、 次回は、

そして愛情弁当の準備、お ９月２８日（日）

願いします。 です。

またのご協力、よろしくお願いします。


